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11
月
21
日
木
曜
日
開
催
の
「
ひ
き
こ
も
り
サ
テ

ラ
イ
ト
・
カ
フ
ェ
in
江
別
③
」
で
は
、
ひ
き
こ
も
り

経
験
を
持
つ
佐
藤
信
介
さ
ん
（
39
）
が
話
題
提
供
し

た
（
写
真-

１
）
。
高
校
生
の
頃
よ
り
め
ま
い
や
吐

き
気
な
ど
の
症
状
が
あ
り
、
体
力
に
自
信
が
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ョ
ン
上
の
不
安
を
抱
え
て
い
た
佐
藤

さ
ん
は
大
学
卒
業
後
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
も
通
う
が
就

職
相
談
が
で
き
ず
、
職
歴
の
な
い
自
分
を
卑
下
す
る

あ
ま
り
次
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
い
日
々
が
６
年
間

続
い
た
。 

父
親
の
定
年
と
佐
藤
さ
ん
が
30
歳
に
な
る
節
目
を

契
機
に
「
ど
う
に
か
し
な
く
て
は
」
と
い
う
思
い
が 

巡
り
、
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
１
年

半
通
っ
た
。
そ
の
後
パ
ソ
コ
ン
技
能
習
得
の
た
め
の

職
業
訓
練
を
受
け
、
短
期
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
も
就
く

が
さ
ら
に
足
踏
み
状
態
が
続
く
。
そ
の
後
精
神
科
で

発
達
障
が
い
の
診
断
を
受
け
、
障
害
者
就
労
支
援
事

業
所
へ
通
い
、
様
々
な
職
場
体
験
を
経
て
、
２
０
１

３
年
８
月
か
ら
３
年
半
、
障
害
者
雇
用
枠
で
働
き
だ

し
た
。
一
つ
の
目
的
を
達
成
で
き
た
反
面
、
パ
ワ
ハ 

  

 

２ 

ラ
な
ど
辛
い
経
験
も
あ
り
、
働
く
こ
と
の
困
難
さ
を

実
感
。
現
在
は
再
度
就
労
支
援
事
業
所
に
通
い
な
ら

再
就
職
を
目
指
し
て
い
る
。 

最
後
に
佐
藤
さ
ん
は
「
ひ
き
こ
も
り
続
け
る
に
し

て
も
脱
却
す
る
に
し
て
も
最
後
は
自
分
で
決
断
す
る

こ
と
だ
と
思
う
」
と
力
強
く
訴
え
「
こ
う
い
っ
た
経

験
談
を
話
す
こ
と
で
、
自
分
が
ひ
き
こ
も
っ
て
き
た

意
味
が
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
る
」
と
、
ひ
き
こ
も
り

経
験
を
糧
に
今
後
も
活
動
を
続
け
た
い
と
話
し
た
。 

続
く
12
月
５
日
木
曜
日
開
催
の
「
ひ
き
こ
も
り
サ

テ
ラ
イ
ト
・
カ
フ
ェ
in
苫
小
牧
⑤
」
で
は
、
２
つ
の

支
援
団
体
機
関
が
活
動
内
容
を
話
し
た
。 

 
 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
は
苫
小
牧
市
生

活
困
窮
者
就
労
準
備
支
援
事
業
を
苫
小
牧
市
か
ら
委

託
さ
れ
２
０
１
５
年
か
ら
事
業
を
開
始
。
利
用
者
に

無
理
な
く
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
な
が
ら
社

会
参
加
へ
つ
な
げ
て
い
る
。 

苫
小
牧
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
制
度
の
狭
間
に

お
か
れ
た
当
事
者
を
支
援
す
る
た
め
に
配
置
さ
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
に

つ
い
て
話
し
「
最
初
は
た
っ
た
一
人
の
た
め
に
つ
く

り
だ
し
て
い
く
つ
な
が
り
の
輪
だ
が
、
振
り
向
い
た

ら
十
人
の
力
に
な
り
百
人
の
力
に
な
る
よ
う
な
活
動

の
展
開
を
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。 

ま
た
今
回
の
カ
フ
ェ
に
は
北
星
学
園
大
学
の
林
・

松
岡
ゼ
ミ
生
６
名
が
参
加
し
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
や
行

政
、
支
援
団
体
関
係
者
ら
と
の
交
流
を
深
め
た
。 

江
別
市
、
苫
小
牧
市
で
開
催
さ
れ
た
サ
テ
ラ
イ

ト
・
カ
フ
ェ
は
現
地
の
支
援
団
体
機
関
の
協
力
に
よ

り
多
く
の
参
加
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
無
事
に

12
月
ま
で
の
会
期
を
終
了
し
た
。 

   

江
別
市
、
苫
小
牧
市
で
開
催
し
て
き
た
サ
テ
ラ
イ

ト
・
カ
フ
ェ
は
12
月
ま
で
の
会
期
を
無
事
に
終
了
し

た
。 

 

     

     

２
０
１
９
年
最
後
の
「
ひ
き
こ
も
り
カ
フ
ェ
in
小

樽
⑨
」
で
は
前
半
、
田
中
理
事
長
が
こ
の
一
年
に
起

こ
っ
た
ひ
き
こ
も
り
に
ま
つ
わ
る
現
状
を
話
し
た
。 

 

川
崎
市
の
連
続
殺
傷
事
件
、
練
馬
の
元
事
務
次
官

に
よ
る
殺
人
事
件
な
ど
、
ひ
き
こ
も
り
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
か
、
北
海
道
で
初
め
て
Ｋ
Ｈ
Ｊ
全

国
大
会
（
４
～
５
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
開
催
さ
れ
た
。

田
中
理
事
長
は
「
８
０
５
０
問
題
な
ど
関
心
は
高
ま

る
一
方
で
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
も

あ
る
た
め
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
小
樽
、
江
別
市
、
苫
小
牧

市
で
開
催
し
て
き
た
サ
テ
ラ
イ
ト
事
業
を
通
し
て
情

報
交
換
を
し
て
ひ
き
こ
も
り
を
正
し
く
理
解
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。 

 

ま
た
、
札
幌
で
は
公
設
民
営
の
居
場
所
が
２
年
目

を
迎
え
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
、
函
館
市
で
は
来
年

度
か
ら
、
稚
内
市
今
年
度
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
実

態
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
る
な
ど
、
各

自
治
体
が
支
援
に
向
け
て
動
き
だ
し
て
い
る
た
め
当

Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
協
力
し
て
い
き
た
い
意
向
を
示
し
た
。 

 
 

     

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

サ
テ
ラ
イ
ト
・
カ
フ
ェ
in
小
樽
⑨ 

一
年
を
振
り
返
っ
て 

サ
テ
ラ
イ
ト
・
カ
フ
ェ
江
別
・
苫
小
牧
～

佐
藤
信
介
さ
ん
が
経
験
談
を
語
る 

 

（写真-1）体験談を話す
佐藤信介さん 

団
体
の
し
お
り
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

北
海
道
赤
い
羽
根
共
同
募
金
公
募
助
成
金
が

決
定
し
ま
し
た
。
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
開
設
20
周
年
を

機
に
団
体
の
し
お
り
を
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
支
援
団
体
機
関
に
配
布
し
ま
す
。 
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11
月
23
日
土
曜
日
、
当
N

P

O
の
田
中
敦
理

事
長
や
ひ
き
こ
も
り
体
験
者
の
つ
ど
い
「
樹
陽
の
た

よ
り
」
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
登
壇
し
た
北
海
道
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
主
催
「
ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ミ

ナ
ー
③
函
館
編
」
に
は
「
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
調

査
」
を
検
討
し
て
い
る
函
館
市
保
健
福
祉
部
長
の
大

泉
潤
氏
が
参
加
す
る
な
ど
定
員
の
約
６
０
名
に
達
し

ひ
き
こ
も
り
支
援
策
へ
の
関
心
度
が
急
速
に
高
ま
っ

て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
う
し
た
動
き
を
後
押
し
す
る
意
味
で
、
12
月

25
日
水
曜
日
、
道
南
ひ
き
こ
も
り
家
族
交
流
会
「
あ

さ
が
お
」
（
安
藤
と
し
子
代
表
代
行
）
が
「
ひ
き
こ

も
り
当
事
者
と
家
族
に
対
す
る
支
援
策
の
拡
充
に
向

け
た
要
望
書
」
を
工
藤
壽
樹
函
館
市
長
宛
に
提
出
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

要
望
書
で
は
、
内
閣
府
が
公
表
し
た
40
歳
以
上
の

ひ
き
こ
も
り
が
61
万
人
を
推
計
し
深
刻
化
し
た
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
近
年
ひ
き
こ

も
り
と
関
連
付
け
ら
れ
る
不
幸
な
事
件
も
発
生
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
①
「
ひ
き
こ
も
り
相
談
」
と

明
示
し
た
相
談
窓
口
の
設
置
や
、
②
ひ
き
こ
も
り
実

態
調
査
に
お
け
る
ひ
き
こ
も
り
体
験
者
や
当
事
者
の

い
る
家
族
の
生
の
声
も
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
③

ひ
き
こ
も
り
相
談
に
関
わ
る
職
員
を
道
南
ひ
き
こ
も

り
家
族
交
流
会
「
あ
さ
が
お
」
の
例
会
に
派
遣
し
、

実
情
の
把
握
に
努
め
る
と
い
っ
た
具
体
的
な
要
望
が

な
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。 

 

12
月
16
日
月
曜
日
、
居
場
所
「
よ
り
ど
こ
ろ
」

当
事
者
会
年
内
最
後
の
例
会
が
終
わ
っ
た
。
当
事
者

会
は
前
年
度
と
比
べ
開
始
当
初
は
参
加
人
数
が
少
な

か
っ
た
が
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
増
え
て
い
る
傾

向
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
参
加
者
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で

来
る
だ
け
の
気
持
ち
の
余
裕
が
あ
り
、
遅
れ
て
も
安

心
し
て
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
場
所
と
し
て
認
知
さ

れ
て
い
る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

ま
た
、
今
回
の
「
よ
り
ど
こ
ろ
」
に
は
、
大
阪
か

ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
ー
ク
タ
イ
の
泉
さ
ん
と
、
横
浜

か
ら
ひ
き
桜
in
横
浜
のto

s
h

i

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
忙

し
い
な
か
参
加
さ
れ
、
関
係
者
に
よ
る
振
返
り
会
場

で
は
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
が
も
た
れ
た
。

to
s
h

i

さ
ん
か
ら
「
居
場
所
を
心
地
よ
く
す
る
方
法

は
」
と
質
問
が
あ
り
、
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
「
居
場
所

で
変
化
を
求
め
な
い
こ
と
」
「
参
加
者
の
様
子
を
み

て
動
く
こ
と
」
「
相
手
と
の
呼
吸
が
合
う
タ
イ
ミ
ン

グ
で
話
す
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
回
答
を
示

し
た
。 

泉
さ
ん
、to

s
h

i

さ
ん
と
も
に
当
事
者
団
体
を
運

営
す
る
立
場
か
ら
居
場
所
「
よ
り
ど
こ
ろ
」
の
活
動

に
深
く
関
心
を
寄
せ
、
同
じ
立
ち
位
置
で
活
動
す
る

当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
心
情
に
も
理
解
を
示

し
て
い
た
。 

ま
た
12
月
23
日
月
曜
日
に
開
催
さ
れ
た
「
よ
り

ど
こ
ろ
」
家
族
会
に
は
十
勝
の
音
更
町
役
場
の
行
政

視
察
が
実
施
さ
れ
他
の
自
治
体
に
も
居
場
所
事
業
を 

 

広
げ
る
波
及
効
果
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

 
 

 

◇  

◇ 
 

◇ 

厚
生
労
働
省
の
月
刊
誌
「
月
刊
厚
生
労
働
」
12
月

号
に
札
幌
市
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
集
団
型
支
援
拠

点
設
置
運
営
業
務
：
よ
り
ど
こ
ろ
の
こ
と
が
大
き 

く
報
道
さ
れ
た
。
当
事
者
団
体
で
あ
る
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

委
託
し
全
国
で
も
珍
し
い
公
設
民
営
の
形
態
を
採
用

し
て
い
る
こ
と
や
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
運
営
し
て
い
る

こ
と
、
札
幌
市
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
構
造
化
さ
れ
な
い

相
談
場
面
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
道
さ
れ

た
。
関
心
の
あ
る
方
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

     

11
月
13
日
水
曜
日
、
今
年
最
後
の
秋
晴
れ
と
な

っ
た
当
日
は
か
ね
て
よ
り
予
定
し
て
い
た
札
幌
市
青

少
年
科
学
館
を
当
事
者
会
有
志
で
見
学
・
体
験
を
行

っ
た
。
展
示
室
は
様
々
な
体
験
型
の
も
の
と
し
て
工

夫
が
な
さ
れ
て
お
り
、
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど
で

は
専
門
員
か
ら
の
説
明
も
受
け
た
。
最
後
は
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
を
約
１
時
間
解
説
付
き
で
視
聴
し
す
っ
か

り
癒
さ
れ
た
。
短
時
間
で
は
あ
っ
た
が
楽
し
い
思
い

出
と
な
っ
た
。 

８
月
に
実
施
し
ま
し
た
円
山
動
物
園
見
学
同
様
、

当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
札
幌
市
と
公
文
書
に
よ
る
無
職
当

事
者
の
入
園
料
減
免
措
置
の
正
式
な
手
続
き
を
踏
ん

で
「
よ
り
ど
こ
ろ
」
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し

た
。 

    
函
館
で
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
を
後
押
し 

家
族
会
が
函
館
市
長
に
要
望
書
を
提
出 

居
場
所
「
よ
り
ど
こ
ろ
」
活
動
報
告
～ 

道
外
か
ら
当
事
者
会
を
見
学 

 

札
幌
市
青
少
年
科
学
館
見
学
・
体
験 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
癒
さ
れ
る 



 

 

基調講演「ひきこもりにある方々の生き延びる力を応援できる地域の共生社会の設立に向けて」 

◆シンポジウム「地域共生社会に向けて、ひきこもり者をどう支えていくか」 

12 日（土）大会初日ではひきこもり支援に取り

組む北海道内の団体機関代表者４名並びに助言者

１名によるシンポジウムがＫＨＪ北海道「はまな

す」事務局長で当ＮＰＯ田中敦理事長のコーディ

ネートのもと開かれた（写真-1）。 

まず帯広を拠点に当事者活動を進めるリカバリ

ースポット代表の酒井一浩氏からは「ひきこもり

はすべて良いとまでは言わないが、自分の人生の

必然性、通過点であった。無理にひきこもりをや

めさせることは当事者にとって生きづらいのでは

ないか」と自分の体験を振り返り、ひきこもり経

験を経て病院の作業療法士として働く傍ら、居場

所を運営する立ち位置から発題した。 

酒井氏は、ひきこもったことがあるがゆえにひ

きこもりの人に向けられる優しい眼差しやひきこもりにとって欠かせない「あるがまま」を受け入れる

姿勢も、支援の最前線にいると簡単に忘れてしまうことがある。余裕のある人が余裕のない人に合わせ

ることが対人支援の原則だとすればその逆はまさに悲劇であると指摘し、支援者自身がストレスや不

安、戸惑いに気が付き日常のなかで振り返る必要性を説いた。 

 当事者と同様に不安や悩みを深めているのは家族である。次いで発表した函館市で家族や当事者支援

活動に取り組む道南ひきこもり家族交流会「あさがお」事務局の野村俊幸氏からは「わが子が不登校ひ

きこもりになったとき、ひたすら学校へ戻そうとして娘を窮地に追い込んでしまった」反省を振り返

り、家族会に参加することでとても助けられた体験から家族会活動に加わることになったこれまでの経

緯について触れた。最後に不登校ひきこもりの応援歌として北島三郎の「希望を捨てるな、生きている

限り、どこからでも出直せる、終着駅は始発駅」のフレーズを熱唱した。 

 支援団体を代表して登壇した社会福祉法人津別町社会福祉協議会事務局長の山田英孝氏からは、人口

５千人を切り高齢化率４０%を超える中山間過疎地である網走郡津別町の地域相互支援型自治体推進モ

デル研究事業を紹介した。津別町内２千５百世帯の五分の一を対象に全戸訪問によるヒアリング調査を

実施し、回答者の約３割が要支援・準要支援・予備軍事例の類型化に相当。このうち１５歳以上６５歳

未満の２%の人が長期ひきこもりで、その半数以上が４０歳を超える中高年層のひきこもりであった。

この結果を踏まえ役場や社協に行かなくても身近な地域内で相談できる拠点をつくる事業に着手。望ま

しい支援のあり方を積み重ね、町の実践を全国に向けて発信していきたいと語った。 

 行政支援を代表して発表した札幌市子ども未来局子ども育成部子どもの権利推進課長の辻岡博之氏か

らは、子ども・若者の年齢枠にとらわれない全世代に行き渡るひきこもり対策推進事業を紹介した。と

くに特別区１０区を有する札幌市のひきこもり地域支援センター一箇所での相談支援活動だけでは限界

である。そこで年４０回に及ぶ各区でのきめ細かな出張相談活動をはじめ、２０１８年６月からは相談

窓口の敷居を低くし適切な支援につながることが可能なプラットホーム「ひきこもりに関する集団型支

援拠点設置運営業務：よりどころ」を当事者団体として多くのノウハウをもつＮＰＯに委託してひきこ

もり地域支援センターと協働しながら当事者会と家族会それぞれ分けて毎月各１回開催してきた。２０

１９年度からはひきこもり地域支援センターの支援コーディネーターを１名増員し、居場所「よりどこ

ろ」も開催回数を毎月各２回へ拡充して対応しているところである。 

前号に引き続き２０１９年１０月１２日（土）１３日（日）の２日間にわたり開催された NPO 法人 KHJ 全

国ひきこもり家族会連合会（以下 KHJ）主催「KHJ 全国大会 in 北海道～KHJ 全国ひきこもり家族会連合会・

実践交流研修会」のうち、北海道内の支援団体機関代表者によるシンポジウム、当 NPO のピアスタッフが登

壇した第二分科会「居場所とプラットフォームづくり」、全国大会終了後に開催された当 NPO 主催「北海道

ひきこもりカフェ」について報告する。 

 

（写真-1）（右から）シンポジスト・酒井氏、野村
氏、山田氏、辻岡氏、助言者・安西氏、コーディネ
ーター・田中理事長 

４ 



 最後に厚労省社会・援護局地域福祉課長補佐の安西慶高氏はこの事業をやるとどんな効果があるのか

を説明できること、そして今後各地域でこうした事業を広げるためには優良事例を見ていくことが何よ

りも重要であると指摘。今回札幌市のみならず人口１万人未満の小さな網走郡津別町でもひきこもり支

援や居場所づくりが行われ可能であることをみんなで見ていくことをすすめていきたい、と述べた。 

 

◆第二分科会「居場所とプラットフォームづくり」 

 １３日（日）大会二日目。第二分科会の冒頭、ＫＨＪ全国ひきこもり家族会連合会本部事務局長の上

田理香氏は「居場所は誰のため、何のためにあるのかを知るために、そこに参加している人たちの声を

持ちかえってほしい」と述べ、引き続き、前段で田中敦理事長による当NPO が札幌市より受託した事

業「ひきこもりに関する集団型支援拠点設置運営業務：通称『よりどころ』」の概要と居場所のあり方

について説明があり、そこで活動するピアスタッフ 2 名と参加者 3 名からの報告がなされた。 

 田中理事長は地域共生型の居場所が「よりどころ」であり、札幌市、ひきこもり地域支援センター、

当事者団体の三位一体で運営していることを説明し、当NPO がこれまで培ってきた当事者の貴重な経

験的知識とひきこもり地域支援センターがもつ専門的知識の融合で生み出される新たな実践的知識が居

場所「よりどころ」の根幹にあると述べた。また「よりどころ」には経験者ピア・サポーター、家族ピ

ア・サポーターが運営に参画し、悩みを持つ当事者、家族との水平的な関係をもつところにあるが、さ

らに「よりとごろ」では経験者ピア・サポーターと家族ピア・サポーターが協働して対応することや、

「よりどころ」の親の会に経験者ピア・サポーターが参画することで、実親子間で悩むコンフリクト

（葛藤）の修復に寄与するものとして「斜めの関係性」の実践をしていることを特徴点として挙げた。 

 「よりどころ」で活躍するピアスタッフ２名の発言からは「当事者同士のつながりが回復の基盤にな

り、自分自身も役割を得て活動範囲が広がった」「参加者が主体なので基本的には話を聴く立場に徹し

ている」といった感想が述べられ参加者との境界をつくらないで活動する姿が伺えた。 

 「よりどころ」の参加者による感想では、ある当事者は「自分以外の悩んでいるひきこもり当事者と

交流することで、自分の固定した価値観のイメージが広がり外に出て楽しみを見つけることができるよ

うなった」と述べ、上から目線ではなく同じ立ち位置で話を聴いてくれる人の存在を知ることができた

喜びが強く感じられるものとなった。 

  

◆北海道ひきこもりカフェ 

 全国大会に合わせて開催された北海道ひきこもり当事者間連携活

動促進事業「北海道ひきこもりカフェ」には、札幌のみならず全国か

ら当事者 19名と関心を寄せる関係者５名が集り地域の枠を超えた交流

となった（写真-2）。参加者には全国を周遊しながらひきこもり支援の

現状を伝える「ひきこもり外交官」こと、さえきたいち氏や、ひきこも

り経験者で現在は KHJ 青森県「青森さくらの会」会長を務める下山洋

雄氏も参加した。そのほか岩手県や富山県からの当事者の参加があり各

地域のひきこもり支援のありようなど多岐にわたる話題で進行した。 

 「ぎゅうぎゅう詰めの混雑した電車の中は殺気立っている」今の社会

を象徴する風景を体験した当事者の話からは、ひきこもりの経験を活か

す意味で「人にやさしくできる社会」「ダイバーシティー（多様性を認

める社会）」「相手をゆるしてあげる柔軟さをもちたい」という意見が

だされた。ある地域の自助会では「きつい意見でもはっきり言う支援者もいるがそれも心地よい」とい

った意見もだされ、既成の枠組みにとらわれない広がりのあるカフェとなった。なお、同カフェは公益

財団法人北海道地域活動振興協会令和元年ボランティア活動支援事業助成金を得て開催した。 

第 14 回 KHJ 全国大会の締めくくりとして KHJ 理事の藤岡清人氏から、ひきこもり支援の年齢枠撤廃を盛り込

んだ大会宣言 6 項目が読み上げられ「誰もが孤立しないで自分らしく安心して暮らす共生社会を目指す」と

訴えた。最後に大会実行委員長で KHJ 北海道「はまなす」会長の北郷恵美子氏は「アイヌ民族、北方の少数

民族、戦後引き揚げてきた人たちなどの力で緑豊かな北海道が築かれたと思う。それと同様にいろんな人た

ちの手で創り上げる共生社会を大会のテーマに据えて良かった」と述べ、2 日間で延べ 400 名にも上る参加者

を迎えた全国大会の幕は降ろされた。来年度の全国大会は富山県富山市で開催されることが決まっている。 

 

（写真-2）北海道ひきこもり
カフェの様子 
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な
専
門
機
関
へ
躊
躇
せ
ず
伝
え
て
ほ
し
い
、
と
訴
え

た
。 

 

次
い
で
こ
の
話
題
提
供
を
受
け
、
８
０
５
０
問
題

が
ひ
き
こ
も
り
に
限
ら
ず
社
会
的
孤
立
、
認
知
症
な

ど
様
々
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
を
含
む
普
遍

的
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
、
９
つ
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
専
門
職
ら
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

な
り
模
造
紙
と
付
箋
を
駆
使
し
課
題
や
そ
の
対
処
法

に
つ
い
て
Ｋ
Ｊ
法
を
用
い
て
検
討
し
た
。 

時
間
の
関
係
上
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
話
し
合
わ

れ
た
内
容
に
つ
い
て
発
表
し
全
体
で
共
有
し
た
。
第

６
グ
ル
ー
プ
で
は
田
中
理
事
長
が
提
示
し
た
検
討
事

例
を
参
考
に
話
し
合
い
を
深
め
、
家
族
の
役
割
や
相

談
機
関
に
ど
う
つ
な
げ
る
の
か
に
つ
い
て
提
起
が
な

さ
れ
た
。
続
く
第
８
グ
ル
ー
プ
で
は
①
困
難
を
抱
え

て
い
る
人
、
②
ど
う
い
う
課
題
で
あ
る
か
、
③
そ
の

対
処
法
の
３
点
に
つ
い
て
課
題
を
整
理
し
、
母
子
家

庭
で
生
保
の
ケ
ー
ス
で
家
庭
訪
問
し
て
も
拒
否
さ
れ

会
え
な
い
と
い
う
課
題
が
出
さ
れ
、
個
人
情
報
と
い

う
課
題
も
あ
る
が
そ
の
一
方
で
守
秘
義
務
も
あ
り
そ

の
範
囲
内
で
ど
う
共
有
し
対
処
し
て
い
く
か
提
起 

が
な
さ
れ
た
。 

総
括
と
し
て
田
中
理
事
長
か
ら
は
ひ
き
こ
も
り
世

帯
に
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
だ
け
が
支
援
で
は
な

い
。
不
特
定
多
数
に
対
し
て
ひ
き
こ
も
り
と
は
ど
う

い
う
現
象
で
、
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
機
関
や

取
り
組
み
を
回
覧
版
な
ど
で
周
知
す
る
と
い
う
理
解

啓
発
も
地
域
に
お
け
る
重
要
な
役
割
。
地
域
住
民
は

「
目
は
背
け
な
い
。
さ
れ
ど
決
し
て
無
理
を
し
な

い
」
と
い
う
心
掛
け
で
か
か
わ
る
こ
と
の
大
切
さ
を

述
べ
た
。 

12
月
11
日
水
曜
日
、
令
和
元
年
度
第
１
回
札
幌

市
南
区
藤
野
地
区
福
ま
ち
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
研
修

会
が
開
催
さ
れ
地
域
住
民
ら
約
１
０
０
名
が
参
加
し

た
（
写
真-

１
）
。
ま
ず
藤
野
地
区
社
協
の
飯
盛
禮

子
会
長
か
ら
本
事
業
の
目
的
趣
旨
説
明
が
あ
っ
た
。

札
幌
市
が
掲
げ
る
市
民
が
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
地

域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
自
治
会
レ
ベ
ル
の

小
地
域
で
の
日
常
的
な
見
守
り
活
動
を
推
進
す
る

「
札
幌
市
ま
ち
づ
く
り
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ

き
、
今
回
国
の
支
援
強
化
対
象
で
あ
る
「
ひ
き
こ
も

り
」
や
生
活
が
困
窮
し
、
社
会
で
孤
立
す
る
８
０
５

０
問
題
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
更
な
る
見
守
り
活
動

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
と
挨
拶
し
た
。
前

段
、
こ
の
分
野
で
は
エ
キ
ス
パ
ー
ト
し
て
精
力
的
に

事
業
展
開
を
進
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
タ
ー
・
ポ
ス

ト
・
フ
レ
ン
ド
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
田
中
理
事
長

か
ら
「
ひ
き
こ
も
り
８
０
５
０
問
題
と
地
域
の
役
割

に
つ
い
て
」
話
題
提
供
が
あ
っ
た
。
田
中
理
事
長
に

よ
れ
ば
こ
の
十
数
年
の
間
に
学
卒
後
就
労
で
き
ず
ひ

き
こ
も
る
従
来
型
の
ひ
き
こ
も
り
が
い
る
一
方
で
就

労
し
た
が
離
職
後
ひ
き
こ
も
る
、
い
わ
ゆ
る
中
高
年

期
の
ひ
き
こ
も
り
が
増
加
す
る
複
合
化
が
８
０
５
０

問
題
を
よ
り
深
刻
な
も
の
に
し
て
い
る
と
指
摘
。
本

人
や
家
族
が
ひ
き
こ
も
り
世
帯
で
あ
る
こ
と
を
世
間

に
知
ら
れ
た
く
な
い
、
就
労
経
験
が
逆
に
回
復
へ
の

ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
な
か
な
か
助

け
を
求
め
づ
ら
い
地
域
社
会
の
あ
り
よ
う
を
説
明
。

近
年
札
幌
市
で
起
こ
っ
た
ひ
き
こ
も
り
８
０
５
０
問

題
の
孤
立
死
に
触
れ
つ
つ
地
域
の
人
た
ち
に
は
①
本

人
の
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
指
示
・
命
令
は

控
え
、
②
不
安
を
煽
る
よ
う
な
声
掛
け
は
し
な
い
こ

と
、
③
気
に
な
る
ケ
ー
ス
は
一
人
で
判
断
せ
ず
適
切 

ま
た
社
会
福
祉
法
人
札
幌
市
南
区
社
会
福
祉
協
議 

会
の
小
平
正
治
事
務
局
長
か
ら
は
「
65
歳
ま
で
は
何

と
か
節
約
し
収
入
を
得
て
自
活
し
て
や
っ
て
き
た
人

で
も
高
齢
期
に
な
っ
た
と
た
ん
心
身
の
減
退
な
ど
で

親
族
の
支
援
や
蓄
え
を
あ
て
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
生
保
に
陥
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
」
と
指
摘
。
身
近
な

地
域
に
も
そ
う
し
た
危
機
の
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を

念
頭
に
お
い
て
日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

と
結
ん
だ
。 

   

６ 

（
写
真-

１
）
研
修
会
会
場
の
様
子
。
福
ま
ち
研
修
の

よ
う
な
町
内
会
単
位
で
、
ひ
き
こ
も
り
を
取
り
上
げ

る
の
は
札
幌
市
内
で
は
初
め
て
。
南
区
藤
野
地
区
で

は
推
計
で
約
２
０
０
人
の
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
が
い

る
。 

 

  

未来の居場所づくり 

シンポジウムが東京で開催 

宮崎大学教育学部准教授・境泉

洋氏の基調報告のほか、シンポ

ジウム（ジャーナリストの池上

正樹氏が座長）に田中敦理事長

が登壇します。 

とき：2 月 21 日 （水）午後

2 時から 7 時まで／参加費：

無料／会場：IKE・Biz としま

産業振興プラザ多目的ホール

（東京都豊島区西池袋 2-37-

4）／事前申し込みが必要。詳

細は主催の NPO 法人 KHJ 全

国ひきこもり家族会連合会ホー

ムページをご覧ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当ＮＰＯ創設２０周年～役員が語る④  こもること、うまれるもの 

理事 植西 あすみ 

        

７ 

植西あすみ（プロフィール）鷹栖に生まれ、ひき
こもる元を培う幼少時代を過ごす。うつになり帰
郷、自分が嫌いだった過去の諸々とたくさんやり
あう。「自分はムーミンだ」とおもいっきりひき
こもりにかかりきり、こんなに堂々とひきこもり
の当事者になってしまう。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ
Ｈ
Ｊ
全
国
ひ
き
こ
も
り
家
族
会

連
合
会
が
発
行
を
続
け
て
き
た
機
関
誌
「
た
び
だ

ち
」
（
写
真-

１
）
が
２
０
１
９
年
春
か
ら
大
幅
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
第
92
号
に
は
Ｋ
Ｈ
Ｊ
全
国
大
会

の
模
様
が
収
録
。
シ
ン
ポ
ジ
ム
の
レ
ポ
ー
ト
は
田
中

理
事
長
が
執
筆
し
て
い
る
。 

共
同
通
信
ひ
き
こ
も
り
取
材
班
が
ま
と
め
た
「
扉

を
開
け
て-

ひ
き
こ
も
り
、
そ
の
声
が
聞
こ
え
ま
す

か
」
（
写
真-

２
）
か
も
が
わ
出
版
か
ら
２
０
１
９

年
12
月
20
日
発
売
。
本
書
第
４
章
に
お
い
て
当
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
多
様
な
生
き
方
の
取
り
組
み
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
関
心
の
あ
る
方
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

吉川さんが受付をして、田中さんが当事者たち

の意見を引きだしたお話をして、武田さんが会の

司会をして。 

「いつか、わたしもあんなふうに、なれるのか

なぁ・・・」 

あの日から５年がたったいま、吉川さんとも田

中さんとも武田さんとも一緒にピアスタッフとし

てなかまになり、あのつらくて、くるしくて、ど

うにもならないと思いこんでいたひきこもってい

たわたしの時間が、こんなにもいかされて、こう

いうかたちで昇華されるときが来るなんて。あの

ときのわたしにおしえてあげたら、希望の光がみ

えたのになぁ、と思うけれど、とことん、自分

に、社会に、世界に絶望できたからこそ、転じ

て、浮き上がってくる力が生まれたことを、この

身をもってわかることができる時間になっていた

んだと、いまならわかってあげられるわたしがい

る。 

わたしが、わたしのうちがわの声をきいて、わ

たしがわかってあげること。ひきこもる人々がこ

んなにもふえているということは、この社会で置

き去りにされている自分もふくめたひとりひとり

のうちがわの声を一身に背おっていることと、大

きく共振していると思う。それはそれはふかくた

いへんな作業で、だれにでもできることではな

い。 

だから、たくさん苦しんだ分、たくさん幸せに

なろう、「わたしはもうなにもできない」と決め

つけていた分、どこまで幸せになれるか自分で決

め 

めつけないでやってみ 

よう。ひきこもりがは 

じまって 7度目の冬 

に、自分の可能性を決 

めないことを決めまし 

た。 

 そうしたらまた、た 

くさんの思いがけない 

展開と、ひきこもって 

いたわたしがいかされるお誘いがふえたりひろが

ったり、こんなにわたしの人生っておもしろかっ

たんだなぁと、わたし自身とともによろこびあう

日々をおくっています。 

自然のなかにかならずあって、根っこのだいじ

な性質をもつ、冬の時間。根っこや芯にたいせつ

なものがたくわえられて、芽をだす時にそなえら

れた、冬ごもりの時間。人間も、社会も、人生に

も、かならず冬の性質をもつ人、場所、ときがあ

って、たいせつな欠かせない役割として陰(かげ)

の部分もともに生きているということ。そんな調

和のとれたみんなが生きあえる世の中に。私はそ

んな世界に生きたいと思う。 

十度目の冬、ひきこもっていた部屋にて 

（写真-2）共同通信ひきこ

もり取材班（編著）かもが

わ出版 定価 1,500 円＋税 

 刊 行 物 の 紹 介  

（写真-1）NPO 法人 KHJ

全国ひきこもり家族会連合

会（発行）定価 500円 

植西 あすみ 理事 



 
◆「SANGO の会」例会のご案内 
２０２０年 1 月は下記日程にて行います。初めての方も参加できます。概ね 35 を基点にしています
が年齢に関係なく、ひきこもり当事者や経験者で、同様な仲間と話をしてみたい聞いてみたいと思っ
ている方、またいろいろな情報を得たいと考えている方は、いらしてください。詳細は事務局までお
問い合わせてださい。初めて参加される方で、少人数で会うことを希望される方は、事前に事務局ま
でメール、電話でお問い合わせのうえ初心者の例会にお越しください。 

《初心者の例会》  
とき：1 月３０日（水）午後５時３０分から８時３０分まで 
会場：札幌市社会福祉総合センター４階 札幌市ボランティア活動センター ボランティア活動室 

（札幌市中央区大通西 19 丁目 1-1 地下鉄東西線西 18丁目駅下車徒歩 3 分） 
随時、当NPO のホームページで公開していきますのでご確認ください。http://letter-post.com/ 

 
◆居場所「よりどころ」開催のご案内（20２０年 1 月～３月） 
 （当事者会）1 月２０日（月）9階 920会議室 ／ 2 月 3日（月）※  2月 17 日（月）  

3 月 2 日（月）※ 3月 16 日（月） 6 階 和室研修室「樹」 
（親の会）  1月 13 日（月/祝） 1月 27 日（月）※  2月 10日（月） 2月 24日（月）※ 

3 月 9 日（月） 3 月 23 日（月）※ 10階 1010 会議室 
 
開催会場： 北海道立道民活動センター「かでる２.７」（札幌市中央区北 2条西 7丁目 道民活動 
センタービル）JR 札幌駅南口から徒歩 13分 
開催時間：いずれも午後 1 時 30分から 4 時まで  
利用対象：ひきこもり当事者及びその家族 
参加費：無料 事前申込不要 直接会場にいらしてください。 
※印の日はひきこもり地域支援センター相談員の参加予定日です。 
 

◆ひきこもり問題を考える ―市民としてできること（全３回） 
 ひきこもりを当事者や家族だけの問題とせず、だれもがちょっとしたことで陥ってしまう状況と捉
え、市民としてどう向き合っていったらよいのか共に考えます。集団型支援拠点「よりどころ」ピア
スタッフ大橋伸和氏（第 1 回、3回）当NPO 理事長・田中敦（第２回、3 回）NPO 法人ジェル
メ・まるしぇ理事長・新田大志氏（第３回）が登壇します。 
と き：①2020 年１月２９日（水）②2 月 26日（水）③３月２５日（水） 

いずれも午後 6時 00分～8 時 45 分まで 
会 場：さっぽろ自由学校「遊」（札幌市中央区南 1 条西 5丁目 愛生舘ビル 5F 501） 
受講料：一般 3,000円 会員 2,400円 当事者・家族・25 歳以下 1,200円 

     （単発 一般 1,500 円 会員 1,000円 当事者・家族・25歳以下 500 円） 
詳細はさっぽろ自由学校「遊」ホームページをご覧ください http://www.sapporoyu.org/index.php 

 
◆「ひきこもりサテライト・カフェ in 小樽」開催のご案内 
今後の開催スケジュール（2020 年 1 月以降） 
１月１５日（水）２月１９日（水）３月１８日（水） 
と き：午後 2時 00分から 4時 00分まで 出入り自由 
会 場：小樽市総合福祉センター４階和室（小樽市花園 2 丁目 12番 1 号 
参加対象：ひきこもり当事者及びその家族など 
参加費：無料 事前申し込み不要 直接会場へいらしてください 
後 援：小樽市・北海道新聞社 
 

☆ 編 集 後 記 ☆ 
 生活がままならない不安定な人や無職の人たちにとって新年は何かと気苦労が多くできればこういうとき

にこそ居場所を開設してほしいという思いをもつことは多いです。今年もよろしくお願いします。 

                                （発行責任者 理事長 田中 敦） 

無 断 複 製 はおやめください 

８ 

こ ち ら 事 務 局！     今後の動き（2020年 1月～） 


